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あ
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と
改
題
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語

訳
し
、
そ
れ
を
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
を
は
じ
め
と
す
る
蘭
方
医
が
漢
文
体
で
翻
訳

し
た
も
の
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
語
知
識
の
十
分
で
な
い
彼
等
が
、
苦
心
の
末
に
翻
訳
を

進
め
る
様
子
は
、
玄
白
晩
年
の
回
想
録
『
蘭
学
事
始
』
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
一
八

九
○
（
明
治
二
三
）
年
に
再
版
し
た
際
の
序
文
で
福
沢
諭
吉
は
、
「
之
を
読
む
毎
に
、

先
人
の
苦
心
を
察
し
、
其
剛
勇
に
驚
き
、
其
誠
意
誠
心
に
感
じ
、
感
極
き
わ
ま
り
て

泣
か
ざ
る
は
な
し
」
と
自
身
の
思
い
を
吐
露
し
て
い
ま
す
。
尤
も
『
蘭
学
事
始
』
自

体
は
、
玄
白
の
誤
謬
や
記
憶
違
い
、
さ
ら
に
は
『
解
体
新
書
』
以
前
の
蘭
学
受
容
史

の
恣
意
的
改
変
な
ど
看
過
で
き
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
と
は
言
え
、
『
解
体
新

書
』
が
鎖
国
下
の
江
戸
時
代
に
西
洋
医
学
（
解
剖
学
）
の
扉
を
開
き
、
医
学
発
展
に

寄
与
し
た
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

さ
て
、
刊
行
か
ら
二
百
五
十
年
近
く
経
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
当
館
所
蔵
の
『
解

体
新
書
』
は
状
態
が
良
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
度
々
日
本
史
の
教
科
書
や
資
料
集
に
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
は
目
に
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
『
解
体
新
書
』
の
扉
絵
と
百
四
十
余
の
人
体
図
譜
は
角
館
出
身

の
秋
田
藩
士
小
田
野
直
武
が
描
い
て
お
り
、
『
解
体
新
書
』
跋
文
で
直
武
は
、
自
身

が
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
と
写
図
に
当
た
っ
て
の
苦
労
を
綴
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
藩
主
佐
竹
義
敦
（
号:

曙
山
）
公
を
中
心
に
花
開
く
秋
田
蘭
画
の
一
翼
を
担

う
こ
と
に
な
っ
た
直
武
は
、
数
奇
な
生
涯
と
と
も
に
、
広
く
知
ら
れ
る
存
在
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
館
の
『
解
体
新
書
』
購
入
は
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
ま
で
遡
り
ま
す
。
旧

蔵
者
は
大
館
出
身
の
言
論
人
で
、
在
野
の
東
洋
史
家
長
井
行
（
号:

金
風
）
で
す
。

金
風
の
博
識
は
文
豪
森
鷗
外
か
ら
も
一
目
置
か
れ
て
お
り
、
代
表
的
史
伝
『
渋
江

抽
斎
』
そ
の
四
で
は
、
鷗
外
が
執
筆
に
当
た
っ
て
抽
齋
の
人
物
照
会
を
金
風
に
求

め
る
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
「
弘
前
の
渋
江
な
ら
蔵
書
家
で
経
籍
訪
古
志
を
書
い
た

人
だ
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
金
風
と
言
っ
て
も
一
般
に
は
馴
染
み
の
薄

い
人
物
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。 

　

と
こ
ろ
が
昨
年
の
初
夏
、
根
本
通
明
と
金
風
の
資
料
を
求
め
て
、
当
館
を
訪
ね

て
来
ら
れ
た
人
物
が
お
り
、
事
情
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
東
北
大
学
大
学
院
で
日

本
思
想
史
、
主
に
明
治
期
の
易
学
を
専
攻
さ
れ
て
い
る
留
学
生
の
方
で
し
た
。
通

明
、
金
風
は
と
も
に
秋
田
で
生
を
受
け
、
か
た
や
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
し
て
、

か
た
や
私
塾
に
お
い
て
と
立
場
は
異
な
り
ま
す
が
、
近
代
化
に
邁
進
す
る
当
時
の

時
流
に
抗
う
か
の
よ
う
に
、
己
の
信
ず
る
ま
ま
易
学
を
講
じ
ま
し
た
。
時
を
経
て

二
一
世
紀
の
現
在
、
人
々
か
ら
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
通
明
、
金
風
に
向
き

合
う
学
究
の
徒
、
し
か
も
留
学
生
が
い
る
こ
と
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。
「
百
年
の

知
己
を
俟
つ
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
言
葉
を
目
の
当
た

り
に
す
る
思
い
で
し
た
。 
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世
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今
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と
言
え
ま
す
。
今
後
も
当
館
所
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
料
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、
そ
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手
助
け
と
な
る
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と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
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県立図書館は様々な情報を県民の皆様に届けています
　

『サービス向上のための評価アンケート』結果

　県立図書館では、今後の図書館サービスの向上に活かすため、利用者の皆様へ『サービス向上のため　　
　の評価アンケート』を行いました。その結果をまとめたものの一部を紹介します。
　■実施期間　令和4年9月8日（木）～15日（木）　7日間　※9月14日（水）は休館日
　■実施方法　閲覧室入口でアンケート用紙を配布し回収
　■回答者数　延べ422人（内有効420人）　　　　　　　　　　　　
　※前回は令和元年度に実施
　※自由記述欄に記載の要望等への対応については、ホームページをご覧ください。

１　回答者についての質問

　■年齢
　　  年代については、中高年、高齢者の利用が顕著であり、40代～70代で68.2％を占めました。
　■住所
　　　秋田市内の方が93.3％、その他6.7％でした。県外からの来館者は1名でした。
　■利用目的　※複数回答可
　　　71.2％の方が自分の趣味や楽しみでの利用でした。また、個人や仕事上の調査研究、資格試験等のた　
　　　めの勉強としての利用が38.1％あり、生涯学習施設としての図書館本来の利用がされている利用者が　　
　    多いことがわかりました。
　■利用頻度
　　　月に数度の利用が34.1％と最も多く、週に複数回利用の方も21.1％おり、前回より4.6％増加しました。　

２　図書館サービスについての質問

①本館が提供している資料（図書、雑誌等）について、満足していますか。

資料が充実しているとの評価を多くの方からいただきました。前回より若干
満足度が上昇しています。具体的な指摘のあった部分については、今後
の資料選定の参考にさせていただきます。

②本館の職員の対応について、満足していますか。

③生活や仕事等の課題解決サービスについて、知っていますか。また、利用したことがありますか。
④利用した人はこのサービスについて、満足していますか。

多くの方から、親切・丁寧・誠実という高い評価をいただきましたが、一方
で不満と記載の部分には厳しいコメントもありました。今後も職員全体のス
キルアップとサービスの改善に取り組んでまいります。

約7割の方が知っており、利用実績も前回より高くなっています。また、満足度は、前回より上昇しました。今
後も引き続き課題解決サービスの周知を図り、利用者数の増加と満足度の上昇に取り組んでまいります。

◆調査項目と回答結果
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⑤レファレンス・サービスについて、知っていますか。また利用したことがありますか。
⑥利用した人は、このサービスについて、満足していますか。

前回より認知度が若干ですが高くなりました。一方でコロナ禍による利用制限のため利用数は減少しましたが、
満足度は前回より大幅に上昇しました。引き続き職員のレファレンススキルの向上を図ってまいります。

⑦視覚に障害を持つ利用者向けのサービスについて、
　知っていますか。また利用したことがありますか。

満足・やや満足を合わせ84.3％の評価をいただきま
した。今後も満足度の向上に全職員で取り組んでま
いります。

⑧県立図書館が、市町村立図書館等を支援する役割があることを知っていますか。
⑨県立図書館が、小中学校や高等学校、特別支援学校へ資料の貸出を行っていることを知っていますか。

⑩県立図書館では様々なサービスを行っていま
　 すが、それらについて知っていますか。※複数回答可

どちらも認知度がまだ低くなっています。市町村立図書館等への支援業務は、カウンターサービスや郷土
資料の収集と合わせ、本館の大きな役割の一つです。子どもの読書活動の推進の一環としてここ15年ほど
力を入れている学校貸出と合わせ、今後も県民の皆様に理解していただけるよう取り組んでまいります。

⑪全体として本館のサービスについて満足して
　いますか。

今回新設の項目でしたが、半数以上が知っていました。
提供サービスの充実を図るとともに、引き続きこのサービ
スの周知を図ってまいります。

前回より多くの項目の認知度が低下しました。コロナ禍
によるイベント等の中止も一因と思われますが、今後も
諸サービスの周知を進めてまいります。

⑤ ⑥

⑧ ⑨

満足, 54.8%やや満足, 
29.5%

ふつう, 
14.1%

やや不満, 
1.6% 不満, 0.0%
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　3年ぶりに秋田県金融広報委員会との連携により
「お金と暮らしのセミナー」を開催しました。講師
には金融広報アドバイザーの齋藤廣勝氏を迎え、1回
目「将来(老後)生活の“見える化”を」では参加者
が各自の年金定期便を使い､将来受け取る年金額を計
算しました。その算出を受けて、2回目「年金制度の
改正内容とそれぞれの選択のために」では年金の繰
り上げと繰り下げのメリットとデメリット、iDeCoや
NISAの活用などについて、わかりやすい解説があり
ました。参加者からは、「年金支給額が具体的に
なって将来の糸口が見えそうだ」「年金の繰り上げ、
繰り下げの判断はそれぞれの状況で変わってくるこ
とがわかった」という声が多く聞かれました。

発行年月　令和5年3月
編集発行　秋田県立図書館
住　　　所  〒010-0952　秋田市山王新町14-31
　　　　　　　TEL (018)866-8400
　　　　　　　FAX(018)866-6200 

Ｐｉｃｋ ｕｐ ～各班からの話題～

秋田県知事部局との連携展示 　　

図書資料班

お金と暮らしのセミナー      

情報班・サービス班

企画・広報班

　秋田県の郷土資料として、安井浩司の詩集を3冊、
今野賢三の小説を3冊収集しました。 
　令和4年1月に亡くなった安井浩司は能代市出身の
俳人で長く秋田市に住んでいました。『青年経』
『赤内楽』『中止観』は安井の第1～3句集にあたる
もので、このうちの『赤内楽』には、安井自身のも
のと思われる句や文章の推敲の跡が数多く残ってい
ます。今野賢三は秋田市土崎に生まれ、小牧近江ら
と共に「種蒔く人」同人を創刊、プロレタリア文学
作家としても活躍した人物です。新潮社で出版され
た『闇に悶ゆる』『薄明のもとに』『光に生きる』
の3冊は、今野賢三が自身の青春の日々を元にした自
伝的小説であり、総称として「暁」三部作と呼ばれ
ています。 
　

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

Ｅｖｅｎｔ
■県立博物館との連携展示

　特別展示「美の國の名残・選＋」
　

　およそ半世紀をかけて県立博物館が収集してきた

様々な収蔵品に目を向け、「美」という観点で迫り

ます。歴代学芸員の幅広い見識と感性豊かな審美眼

に敬意を表し、「美の国秋田」の遺産として紹介し

ます。

　

　【期間】　4月1日(土)から5月28日(日)まで

　　　　　　　※毎週水曜日、年末年始は休館日

　【時間】　午前9時30分から午後5時まで

　【会場】　特別展示室

　【入場料】無料

～イベント ・催し物のお知らせ～

　　　　　　　　　　　　　　当館では行政機関や関　
　　　　　　　　　　　　　係団体等の様々な事業と
　　　　　　　　　　　　　連携した展示を実施して
　　　　　　　　　　　　　ています。その中の一つ
　　　　　　　　　　　　　に、県の知事部局の部署　
　　　　　　　　　　　　　と連携するものがありま
　　　　　　　　　　　　　す。広く県民に施策を紹
　　　　　　　　　　　　　介したい部署から話を伺
　　　　　　　　　　　　　い、館所蔵の関連書籍を
　　　　　　　　　　　　　集めて展示や貸出しを行
　　　　　　　　　　　　　います。また部署からも
　　　　　　　　　　　　　らったポスターの掲示や
　　　　　　　　　　　　　パンフレット等の配布を
　　　　　　　　　　　　　行うこともあります。
　　　　　　　　　　

安井浩司・今野賢三の資料について

令和4年度は健康づくり推進課やスポーツ振興課な
どと連携して実施しました。展示の実施は不定期で
す。この連携展示に行き当たったら、ちょっとお得
かもしれません。　

連携展示の様子。この
展示は令和4年3月14日
に終了しています。　

年金定期便を用いて、それ
ぞれの年金支給額を計算す
る参加者　

さまざまな年金支給例ごと
の累計について、資料を説
明する齋藤廣勝氏　

　上段:安井浩司詩集3冊　
　下段:今野賢三｢暁｣三部作　


